
別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載
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一般社団法人
グリーンコープ・ワーカーズ・
コレクティブ連合会 総会

２

4・5

グリーンコープの輪・和・環
グリーンコープ生協ふくおか

西村 聡子さん
７

ワーカーズらしく、グリーンコープを超えて、
豊かな地域づくりをめざします

「一般社団法人グリーンコープ・ワーカーズ・コレクティブ連合会」
第一期通常社員総会開催

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

事
業
を
担
う
主
体
と
な
る

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
支
え
て
い
く
新

し
い
働
き
方
で
す
。「
雇
う
・

雇
わ
れ
る
」
関
係
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
出
資
・
経
営
・

管
理
し
て
成
果
を
生
み
出
す

働
き
方
で
す
。
仕
事
に
や
り

が
い
と
楽
し
み
を
持
ち
、
自

分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
に

必
要
な
事
業
を
つ
く
り
だ
し

２
０
１
８
年
、
30
周
年
を
迎
え
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
運
動
と

事
業
を
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
地
域
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
（
＝
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
）
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
を
す
す
め
る
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
型
生
協
」
へ
と
向
か
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
同
年
10
月
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
集
う
す
べ
て
の
ワ

ー
カ
ー
ズ
が
一
つ
に
連
帯
し
て
設
立
し
た
の
が
「
一
般
社
団
法
人
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
（
以
下
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
連
合
会
）」
で
す
。

２
０
１
９
年
７
月
６
日
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
連
合
会
の
「
第
一
期
通
常

社
員
総
会
」
が
福
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
各
地
域
で
活
躍
す
る
様
々
な
業
種
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
よ
り
、

総
勢
２
９
０
人
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
し
て
大
き

く
連
帯
し
て
動
き
始
め
た
こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
事
業
を
担
う
責
任
と
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
を
実
感
す

る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

投稿コーナー「い･い･
た･い」に、お気に入り
のグリーンコープ商品を紹介し
てください。
商品にまつわるエピソードや熱
烈アピールも大歓迎。たくさん
の投稿をお待ちしています！

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、

１
９
９
５
年
に
家
事
サ
ー
ビ

ス
ワ
ー
カ
ー
ズ
が
誕
生
以
来
、

様
々
な
分
野
で
組
合
員
が
個

性
豊
か
な
ワ
ー
カ
ー
ズ
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
全
体
で
66

の
ワ
ー
カ
ー
ズ
が
立
ち
上
が

り
、
約
３
９
０
０
人
の
組
合

員
が
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が

す
す
め
る
事
業
の
様
々
な
業

務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
福
祉
系
の
ワ
ー

カ
ー
ズ
は
、
２
０
０
１
年
に

設
立
し
た
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
福
祉
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ

ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
」
を
中
心

に
、
連
帯
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
共
同
購
入

や
店
舗
な
ど
生
協
の
業
務
を

担
う
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
は
、
お

互
い
に
出
会
う
場
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
連

合
会
の
最
初
の
一
年
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
が
出

会
い
、
互
い
を
知
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３

つ
の
委
員
会
の
も
と
に
業
種

ご
と
の
部
会
を
立
ち
上
げ
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
事
業
責

任
を
し
っ
か
り
と
負
え
る
よ

う
に
組
織
の
整
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
部
会
内
の
連
帯

を
深
め
、
人
材
不
足
の
課
題

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
共
有
し

て
協
力
し
合
う
関
係
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
運
動
を

社
会
に
広
げ
て
い
く

　

総
会
で
は
、
各
委
員
会
と

そ
の
も
と
に
あ
る
部
会
か
ら
、

２
０
１
８
年
度
活
動
報
告
と

２
０
１
９
年
度
活
動
方
針
に

つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。
ワ

ー
カ
ー
ズ
連
合
会
会
長
の
行

岡
良
治
さ
ん
は
基
調
総
括
と

し
て
、「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に

お
け
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
社
会

的
地
位
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
ワ
ー
カ
ー
の

処
遇
を
改
善
し
、
ワ
ー
カ
ー

ズ
が
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
中

で
本
当
に
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
道
筋
を
考
え
て

い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
連
合
会
の
体
制
を
強

化
す
る
た
め
に
、
今
総
会
で

３
人
の
副
会
長
と
専
務
理
事・

常
務
理
事
を
選
任
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
運

動
を
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
を

超
え
て
」
広
げ
て
い
く
第
一

歩
と
し
て
、
９
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
「
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
箱
崎
」
を

ワ
ー
カ
ー
ズ
連
合
会
の
直
轄

事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　ワーカーズ連合会の設立を受
けて、「労働協同組合グリーンコ
ープ福祉ワーカーズ・コレクテ
ィブ連合会（以下、福祉ワーカ
ーズ連合会）」が18年間の任を
終え、未来に向けて飛躍するた
めに解散しました。
　福祉ワーカーズ連合会は、福
祉関係のワーカーズの連帯組織
として2001年に設立。グリー
ンコープの地域福祉を推進し、
ワーカーの人材育成や研修など
にも大きく貢献しました。

2019年６月２日、
「労働協同組合グリーンコープ福祉ワーカーズ・
コレクティブ連合会」解散総会が行われました

一般社団法人グリーンコープ・ワーカーズ・コレクティブ連合会理事会

福祉ワーカーズ委員会生協ワーカーズ委員会

第
一
号
議
案
か
ら
第
七
号
議
案
ま
で
、
す
べ
て
の
議

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

一般社団法人グリーンコープ・ワーカーズ・コレクティブ連合会

フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
箱
崎
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Ａ
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会
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ッ
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会
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会

※１ 旅行事業を行うワーカーズ
※２ IT関連の事業を行うワーカーズ

子
ど
も
の
貧
困
部
会
（
未
定
）

共済ワーカーズ委員会
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くまもと・おおいた・ひろしま・ふくおかの４つの
生協の中で、故 坂本廣子先生から学んだ五感をフル
に使ったハンズオン教育（体験型教育）として、子ど
も料理教室を生協からの委託事業として行っています。
2019年度は、再度子ども料理教室の目的・意義を
部会の中で共有し、グリーンコープ運動の一つとして、
子ども料理教室を各生協に伝えていきたいと思います。
また、次の世代につなげていくため、担うワーカーを
増やし体制強化に向けて、グリーンコープ内での養成
講座開催の検討をすすめています。
グリーンコープだけにしかない子ども料理教室を、
オールグリーンコープで開催できるようアピールして
いきます。未来の子どもたちが毎日口にする食べもの
に関心が持てるように、そしてグリーンコープに集う
仲間が増えるように、これからもみんなで頑張ります。

子ども料理教室を
オールグリーンコープで

共同
購入

福祉
用品

生活
再生

ファイ
バー

連合会
事業

組合員
事務局

キープ＆
ショップ

食育

在宅

配食

子育て

店舗

食育部会　古家 清美さん

在宅部会は、広島、山口と九州各県の在宅福祉ワー
カーズで構成しています。部会では、グリーンコープ
の地域福祉、在宅支援事業を担うワーカーズとして、
人材確保・人材育成、さらには後継者の育成などの課
題解決に向けて意見交換していきたいと考えています。
また、地域福祉への思いを出し合い、ワーカーズ連
合会という全ワーカーズが集まる場で相談、検討を行
い、地域のための活動を考えていきたいと思っていま
す。そして活動を通じて、多くの人にワーカーズを知
ってもらい、ワーカーズの仲間を増やしていきたいと
考えています。

地域福祉への思いを出し合い、
地域のための活動を

在宅部会　武津 昭彦さん

私たちは、主に福岡県内の６つの事業所で福祉生活
用品店舗、福祉用具レンタル事業を行なっています。
福祉生活用品店舗は福岡県（４ヵ所）・大分県（１ヵ
所）にあり、福岡県はワーカーズで運営しています。
在宅での介護に必要な用品を利用者にお届けすること
で「いつまでも住んでる町で安心して暮らしていけ
る」、そう願って、スタッフ全員、笑顔で頑張ってい
ます。
今年の抱負は、グリーンコープの福祉を担う福祉用
品事業として私たちにできることは何かをみんなで考
え、困った時はいつでも相談できる、用具ひとつで生
活が快適になるような、そんな用品を地域の中におす
すめしたいと思っています。

いつまでも安心して
自宅で暮らすための用品を

福祉用品部会　山崎 美千恵さん

私たちは、生協託児・ベビーシッター・集団託児な
どの事業的な支援のほかに、各県それぞれのワーカー
ズでサロンや親子ひろば、講座など地域にむけて楽し
い活動を展開しています。
部会では、よりよいワーカーズ運営や活動ができる
よう、情報の共有、相談ごとのアドバイスや意見を出
し合い、有意義な時間となっています。　
日々奮闘するママたちが少しでも気持ちにゆとりが
持てるよう、また、ひとりぼっちの子育てにならない
よう、いろんな面からサポートしていきたいと思いま
す。

日々奮闘するママたちを
様々な面からサポート

子育て部会　福川 圭子さん

生活再生部会は「一般社団法人生活再生ワーカーズ
ともに」が単体で構成し、兵庫、岡山、福岡、佐賀、
長崎、熊本、大分、鹿児島の各県で事業をしています。
総勢100名余のワーカーが、グリーンコープの生活再
生相談、行政の委託事業の家計改善支援、自立相談支
援、就労準備支援などの事業を担っています。部会で
は、事業を進めていく上でのワーカーズ運営、人材育
成、ワーカーズの働き方、社会福祉法人への移管、な
ど各県の課題を共有し、意見交換して、連携を深め、
課題解決を進めていきます。ワーカーズ連合会の一員
になり、業務の縦ラインの執行とワーカーズ運営の棲
み分けについて、丁寧に、しかし迅速に進めていくこ
とを意識し、共有します。

各県の連携を深めて
課題の解決へ

生活再生部会　笠原 淳子さん

配食部会は、高齢な方や病気や怪我などで食事の用
意が困難な方に、配食サービスという形で弁当を届け
ているワーカーズで構成している部会です。グリーン
コープの食材を中心に使い、安心・安全をモットーに
ワーカーひとりひとりがまごころを込めて作っていま
す。
熊本ではセントラルキッチンができ、充実した設備
の中で、大量の弁当を効率よく作ることができていま
す。福岡でもセントラルキッチンの完成をめざして準
備をすすめているところです。
私たちの配食弁当で、地域の方々がいつまでもご自
宅で健やかに過ごせるよう、お手伝いができたらと思
います。運営面で厳しいところもありますが、配食部
会のワーカーで協力し合い、安心・安全な弁当を一人
でも多くの方に、召し上がっていただきたいと思って
います。

安心・安全な弁当を
一人でも多くの方に

配食部会　中村 五月さん

ファイバー部会では、「ファイバーリサイクル運
動・事業を地域に拡げ、労働の場を作りたい」との思
いのワーカーズが集っています。地域の「衣類を役立
てたい」との気持ちを形にして、パキスタンへの国境
を越えた教育支援のかたちを、衣類の販売を通して伝
えていくことの検討をすすめます。
グリーンコープを超えた運動・事業の広がりをつく
ることを目指し、ワーカーひとりひとりが、自分たち
が自分たちらしくあるために、やりたいことの意見交
換を豊富にしていきます。

衣類を通して、
国境を越えた教育支援を

ファイバー部会　田原 幸子さん

ワーカーズ連合会が設立して数ヵ月が経ち、店舗部
会も徐々に動き始めました。これまで連絡会という形
で他の店舗ワーカーズの様子を知るに留まっていまし
たが、連合会メンバーとして一歩踏み込んで、それぞ
れが抱えた問題解決に向けて一緒に取り組んでいきた
いと思います。また、異業種のワーカーズと連携し、
出来ることはフットワーク軽く、スピード感を持って
『お店』に生かしていきます。そして、ワーカーひと
りひとりが「自分らしく」生き生きと働き、たくさん
の組合員とワーカーの笑顔が溢れる『お店』作りを目
指します。

気持ちを一つに、ワーカーズ型生協へ向かいます
2018年度、ワーカーズ連合会には、３つの委員会のもとに業種別の部会が立ち上がりました｡

生協ワーカーズ委員会の６部会と福祉ワーカーズ委員会の６部会から届けられた
力強いメッセージを紹介します｡

福祉ワーカーズ委員会　　委員長　江戸 良子 さん

生協ワーカーズ委員会　　委員長　舟木 由子 さん

生き生きと、
笑顔が溢れる ｢お店｣作りを

店舗部会　井上 直美さん

現在、共同購入ワーカーズとして10県にまたがり、
山手、たんぼ、高層マンション、繁華街、階段、坂と
各地で状況は違いますが、雨にも負けず風にも負けず、
欠かすことが出来ない業務を担っています。先日第二
回共同購入ワーカーズ連合会の総会を終え、メーカー
さんの商品に対する愛情を感じました。また共同体の
熊野代表理事から感謝の言葉もいただきました。改め
て自分たちはメッセンジャーとして誠実に組合員さん
に向かい、語る言葉を持って業務を担っていこうと思
いました。自分たちはグリーンコープの看板である自
覚を持ち、信頼される共同購入ワーカーズを目指しま
す。

グリーンコープの
メッセンジャーとして誠実に

共同購入部会　芝 ひろみさん

主にグリーンコープ生協連合会の業務を担っていま
す。商品管理・開発の様々な実務からカタログ
GREEN作成、カタログGREENの写真撮影や動画の
作成、共生の時代の編集、ホームページの更新、商品
の問い合わせ対応、連合会共同体等の検討に関わる調
理、家計に関する各種講座、労務関係全てを引き受け
る事務局です。
ワーカーズ連合会では、これまで私たちが業務に携
わり積み重ねてきた経験を最大限に活かし、各生協現
場での利用普及に役に立つことに力を注いでいきます。

現場での利用普及に
役立つことを

連合会事業部会　塚本 良子さん

キープ＆ショップ部会は２ヵ月に１度のペースで開
催しています。
参加している担い手も、共同購入ワーカーズ・お店
ワーカーズ・地域展開型のワーカーズと様々です。ワ
ーカーズ連合会を受けての議案の他に、各生協内での
取り組みの報告を媒介し、その後の取り組みの参考に
しています。
今年度は、更に意見交換を実のあるものとし「地域
のアンテナショップ」として商品にあるグリーンコー
プ運動を一つでも多く伝えていきたいと思います。

地域のアンテナショップとして
グリーンコープを伝える
キープ＆ショップ部会　藤原 いつみさん

2018年４月から、ふくおかと共同体・連合会の組
合員事務局がワーカーズとしての歩みを始めました。
組合員の活動を支える事務局としての業務や組合員と
の親和的関係は全く変わることなく、ワーカーズの一
員として、グリーンコープの経営に寄与することを意
識して、日々業務を遂行しています。
そのような中で、各県ごとにワーカーズ常勤理事会
の設置が始まっており、各生協理事会とワーカーズ常
勤理事会をつなぐ組合員事務局の存在が不可欠となっ
ています。そのため、ふくおか以外の生協の組合員事
務局がワーカーズ化する必要があり、事務局長の皆さ
んが集まる会議を通して、しっかりサポートしたいと
考えています。なお、ひろしまの組合員事務局が、９
月30日にいよいよワーカーズになります。具体的な
部会の開催を検討していきます。

組合員活動を支え、各生協と
ワーカーズをつなぐ存在に

組合員事務局部会　鹿毛 優子さん

 （2019 年 9月 1日）  第 412 号  （2）共 生 の 時 代



（長崎
）発

（長崎
）発（長崎
）発グリーンコ

ープ生協

かごし
ま生協

発
かごし

ま生協
発

かごし
ま生協

発グリーンコ
ープ

　

い
ず
み
ん
は
、
５
月
28
日

に
出
水
市
役
所
近
く
の
住
宅

地
に
誕
生
し
ま
し
た
。
同
じ

建
物
内
に
は
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
の
訪
問
介
護
事
業
所

「
ふ
く
し
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

愛
ち
ゃ
ん
」
も
入
っ
て
い
ま

す
。

　

７
月
５
日
の
ま
つ
り
に
は
、

産
直
た
ま
ご
生
産
者
の
新
田

フ
ァ
ー
ム
や
、
冷
凍
生
餃
子

メ
ー
カ
ー
の
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ

ブ
が
出
店
。
出
水
・
阿
久
根

地
域
委
員
会
や
ほ
く
さ
つ
支

部
委
員
会
、
か
ご
し
ま
理
事

会
も
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
、

飾
り
つ
け
や
試
食
の
準
備
を

し
ま
し
た
。
開
店
前
か
ら
、

ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
ご
近
所
の
方
々
が
並
び
、

賑
や
か
に
ま
つ
り
は
始
ま
り

ま
し
た
。

い
ず
み
ん
が

地
域
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に

　

出
水
市
は
、
か
ご
し
ま
の

前
身
生
協
時
代
か
ら
の
組
合

員
が
多
い
地
域
で
す
。
10
年

以
上
前
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

の
お
店
が
閉
店
し
て
以
来
、

地
域
の
組
合
員
は
お
店
を
待

ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
ほ
く

さ
つ
支
部
委
員
長
の
内
野
弘

枝
さ
ん
は
、「
当
初
、
キ
ー
プ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
と

い
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た

の
で
す
が
、
買
い
物
も
で
き

る
Ｋ
＆
Ｓ
を
作
り
た
い
と
い

う
み
ん
な
の
思
い
が
強
く
な

り
ま
し
た
」と
言
い
ま
す
。検

討
す
る
う
ち
に
、
同
じ
地
域

に
あ
る「
ふ
く
し
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
愛
ち
ゃ
ん
」の
事

業
所
も
一
緒
に
入
っ
て
は
ど

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協

（
長
崎
）
の
前
身
生
協
の
一
つ

で
あ
る
長
崎
県
南
部
生
協
は
、

１
９
７
９
年
に
設
立
さ
れ
、

１
９
９
１
年
に
「
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
な
が
さ
き
」
に

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
も

う
一
つ
の
前
身
生
協
「
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
生
協
さ
せ
ぼ
」

は
、"ノ
ン
ホ
モ
牛
乳
を
飲
む

会
“
か
ら
出
発
し
、
１
９
９

０
年
に
生
活
協
同
組
合
に
な

り
ま
し
た
。
二
つ
の
生
協
は

１
９
９
５
年
に
合
併
し
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
（
長
崎
）

と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

設
立
40
周
年
を
祝
う
ま
つ

り
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
大

　

２
０
１
９
年
に
40
周
年
を
迎
え
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
（
長
崎
）。
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
思
い
を

伝
え
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
７
月
７
日
、
ア
リ
ー
ナ
か
ぶ

と
が
に
（
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
）
で
40
周
年
を
祝
う

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
梅
雨
時
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
天
気
に
恵
ま
れ
、
目
標
を
上
回
る
約
３
５
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

たくさんの来場者で賑わったまつり

手延べそうめん作りを体験をする家族。
「難しかったけれど楽しかったです」とお父さん

鶏肉を手際よく捌くようすに子
どもたちは興味津々

いずみんは組合員、組合員事務
局、メーカーや生産者、職員みんな
で力を合わせて作り上げました。
前列右から２番目がほくさつ支部
委員長の内野さん

店内の飾り付けは、組合員が▶
行いました

訪れた人に積極的に声掛けをする地域委員

「おいしい！」産直びん牛乳の試
飲は大人気！

ま
つ
り
会
場
の
ロ
ビ
ー
で
は
、グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
生
協（
長
崎
）の
40
年
間

の
歴
史
を
、写
真
と
共
に
展
示
し
て

紹
介
し
ま
し
た

人参の詰め放題。「もっと詰め
ても大丈夫ですよ」と生産者

う
か
と
い
う
意
見
が
出
て
、組

合
員
、
福
祉
ワ
ー
カ
ー
ズ
、職

員
が
一
緒
に
検
討
し
ま
し
た
。

　
「
今
年
の
３
月
に
と
て
も
広

い
物
件
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、

Ｋ
＆
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
組
合

員
活
動
に
も
使
え
る
ス
ペ
ー

ス
を
作
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

託
児
の
部
屋
も
欲
し
い
、
調

理
が
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
も
欲

し
い
と
、
み
ん
な
か
ら
ど
ん

ど
ん
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、
レ

イ
ア
ウ
ト
が
決
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
い
ず
み
ん
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
た
時
に
、
近
所
に
住
む

高
齢
の
方
か
ら
、
安
心
・
安

全
な
食
品
が
買
え
る
お
店
が

で
き
る
の
は
嬉
し
い
と
、
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

地
域
に
住
む
高
齢
の
方
々
が

つ
ど
え
る
場
所
に
も
な
る
と

思
い
ま
し
た
。
愛
ち
ゃ
ん
を

運
営
す
る
福
祉
ワ
ー
カ
ー
ズ

の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に
取
り

組
み
が
で
き
た
ら
い
い
で
す

ね
」
と
言
い
ま
す
。

　

ほ
く
さ
つ
支
部
委
員
会
は
、

い
ず
み
ん
で
地
域
の
組
合
員

に
向
け
て
、
グ
リ
ー
ン
ズ
＊

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
み
ん

を
拠
点
に
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
輪
が
地
域
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。

※

１ 

カ
タ
ロ
グ
で
注
文
し
た
商
品

　

 

を
受
け
取
れ
る
場
所

※

２ 

毎
年
秋
に
開
く
、
組
合
員
が 

　

 

集
ま
っ
て
、楽
し
く
話
す
場

※

２

～40周年の感謝を胸に♥あなたと未来へグリーンコープ～

　昨年開催したグリーンコープ30周年まつりの
経験を活かし、みんなで協力して準備しました。
理事やワーカーも入ったプロジェクト会議を毎月
開催し、検討を重ねました。また、たくさんの方
に来ていただきたいと、テレビＣＭを流し、ロー
カル番組やケーブルテレビの番組で、組合員が元
気くんと一緒にアピールしました。誕生40年の
感謝の気持ちを込めた今回のまつりは、組合員以
外の方にグリーンコープを知っていただく大きな
機会にもなりました。今後の活動に活かしていき
たいと思います。

まつりの盛り上がりを
今後の活動の原動力に！
グリーンコープ生協（長崎）理事長　島田 美砂子さん

ありがとう！40周年
グリーンコープまつり

学
生
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
」

と
威
勢
の
良
い
掛
け
声
で
、

一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
産
直
び
ん
牛
乳

や
産
直
米
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
組
合
員
、
高
齢
者
疑
似

体
験
や
入
浴
剤
作
り
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
す
る

ワ
ー
カ
ー
ズ
や
グ
ル
ー
プ
が

大
集
合
。
さ
ら
に
は
、
野
菜

を
販
売
す
る
地
元
の
産
直
生

産
者
、
試
食
販
売
を
す
る
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
30

以
上
並
び
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、「
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

を
観
て
来
ま
し
た
」
と
話
す

来
場
者
も
あ
り
、
終
日
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

い
ず
み

※

１

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、
組
合
員
が
商
品
を
利
用
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

キ
ー
プ
＆
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、Ｋ
＆
Ｓ
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。Ｋ
＆
Ｓ
は
、
カ

タ
ロ
グ
で
注
文
し
た
商
品
を
、
決
ま
っ
た
曜
日
の
都
合
の
良
い
時
間
に
受
け
取

れ
て
、
買
い
物
も
で
き
る
お
店
で
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
食
べ
も
の

運
動
を
地
域
に
広
げ
て
い
く
た
め
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
生
協
の
Ｋ
＆
Ｓ
い
ず
み
ん
（
以
下
、
い
ず
み
ん
）

は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
全
体
で
１
０
０
店
目
の
Ｋ
＆
Ｓ
で
す
。
い
ず
み
ん
が
オ

ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
検
討
の
よ
う
す
や
、
７
月
５
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
を

祝
う
ま
つ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
平
和
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
８

月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
福
岡
の
柳
川
か
ら
長
崎
の
爆
心

地
公
園
（
松
山
公
園
）
ま
で
の
１
２
５
㎞
を
走
行
す
る
、

「
共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊
」
（
以
下
、「
自
転
車
隊
」
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
「
不
戦
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
背

に
自
転
車
で
走
る
人
、
応
援
す
る
人
、
支
え
る
人
総
勢
２
７

５
人
が
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
「
平
和
」
を
訴
え
ま
し
た
。

肥前鹿島駅で休憩。グリーンコープ
生協さがからの飲み物や氷の差し入
れで喉を潤す

応援バスを降
りて銀輪隊を
応援する

多くの声援を受け、
元気よく柳川市民会
館前を出発する

初日の難所（太良町）の長い坂道を走る銀輪隊を全員で声の限り応援する

「自転車隊」参加者は、前日に行われているミー

ティングで、「生命を大切にし、絶対に無理はしな
い」ということを参加メンバー全員で確認しました。
子どもたちが安心して走れるように、大人たちが
守っていることを伝えました。

小
学
１
年
生
以
下
の

自
転
車
隊
は
こ
こ
で

一
旦
自
転
車
を
降
り
、

応
援
バ
ス
に
乗
り
込

む

各
生
協
か
ら
の
多
く
の
声
援
を
背
に
受
け
、
坂

道
を
の
ぼ
る
。
懸
命
に
の
ぼ
っ
て
行
く
姿
に
、

応
援
に
も
力
が
入
る

ナ
ヌ
ム
の
家
で
ハ
ル
モ
ニ（
後
列
左

か
ら
３
人
目
）
と
一
緒
に
写
る
中

本
さ
ん（
後
列
左
か
ら
４
人
目
）

爆
心
地
公
園
に
到
着
後
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
（
長
崎
）
か
ら
の
牛
乳

や
飲
み
物
な
ど
の
差
し
入
れ
で
、
ひ

と
息
つ
く

参
加
者
全
員
で
平
和
の
つ
ど
い
を
行

い
、
11
時
２
分
に
黙
と
う
を
捧
げ
る

沿道で自転車の調子が悪くなった子
どもをサポートする

パ
ン
ク
し
た
自
転
車
を
修
理
す
る
ス
タ
ッ
フ

諫早第一ホテル着。応援隊が銀輪隊と自転車隊を
出迎える。到着後の報告会で、大きな事故もなく
１日目を終了したことが報告された

銀輪隊代表　
グリーンコープやまぐち生協　中学２年　河田 一花
　広島と長崎にはさまれた山口県岩国市で、私は戦闘機の音をあたり前だと思って育ちま
した。
　銀輪隊のゼッケンには、「平和」ではなく、不戦の文字がしるされています。正義を掲げて
平和のために戦うのではなく、命そのものに意味があるということです。
　１２５㎞走ってみて、たくさんの応援と仲間の声に勇気づけられました。ひとりでは絶対
にできなかったと思います。まだまだわからないことだらけですが、とにかく多くの人と
話をしてみようと思いました。

自転車隊代表　
無名舎―こどもの家　小学４年　椛島 菜月
　わたしは年長ぐらいから長崎サイクリングに行きました。そして戦争の辛さ、いたみを知
りました。こんな戦争をするのなら地面全部が一つの国になればいいのにと思います。そ
うすれば戦争なんていうのもなかったはずです。戦争はいいことなど一つもありません。

無名舎―こどもの家　小学４年　田中 青空
　わたしは戦争がきらいです。戦争は、人をきずつけて、何かをうばうので、何のやくにも
たちません。わたしは戦争の話をきくと、心がいたみます。なので、わたしは、戦争をやって
はいけないと思います。

無名舎―こどもの家　小学５年　江﨑 楓
　わたしは、戦争はとてもひどい戦いだと思います。人々は、殺し合うことをまったくのぞ
んでいないと思います。戦争をしそうになったら、じっくり戦争はどんなものなのか、原子
ばくだんが落ちたらどうなってしまうのかを話し合ってほしいです。そして、戦争はしない
ようにしてほしいです。

　グリーンコープでは、平和の取り組みの一環として、日韓の
歴史を知り、未来へ向けて市民が連帯することを目的に、毎
年組合員が韓国を訪問しています。
　日本による侵略の歴史に向き合い、韓国の生協組合員と
の交流を通して市民同士の連帯の大切さを確認する旅にも
なっています。今年は12人の組合員が参加しました。参加し
たふくおかの組合員の感想を紹介します。

平和のアピール(一部抜粋)

平和の
つどい

１日目、早朝の出発集会で無名舎－こどもの家の
加藤さんより挨拶がありました

第23回ピョンファ・エ・ダリ（平和の橋）韓国への旅

　

日
本
が
帝
国
時
代
に
、
朝

鮮
半
島
を
支
配
し
て
同
化
を

強
要
し
た
侵
略
の
歴
史
を
見

て
き
ま
し
た
。
名
前
を
奪
い
、

言
葉
や
文
化
を
奪
い
、
つ
な

が
り
も
命
も
、
人
間
で
あ
る

こ
と
全
て
を
奪
い
踏
み
に
じ

っ
た
辛
い
軌
跡
で
し
た
。
そ

れ
は
、
私
が
加
害
国
の
国
民

で
あ
る
こ
と
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
自
分
の
大
切
な
家
族

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
の
苦

し
い
時
間
で
し
た
。　

　

ナ
ヌ
ム
の
家
で
は
ハ
ル
モ

ニ
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
15
歳
の
時
に
路

上
で
拉
致
さ
れ
、
何
も
わ
か

ら
な
い
ま
ま
中
国
に
連
れ
て

い
か
れ
慰
安
婦
に
さ
れ
ま
し

た
。
毎
日
死
ぬ
ほ
ど
の
暴
力

に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
、
周
囲

の
少
女
達
は
次
々
に
殺
さ
れ

た
り
自
ら
命
を
絶
っ
た
り
の

毎
日
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
ハ

ル
モ
ニ
の
小
さ
な
体
か
ら
地

獄
の
よ
う
な
話
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
２
０
０
０
年
に
や
っ

と
帰
国
で
き
ま
し
た
が
、
す

で
に
家
族
は
亡
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
慰
安
所
は

日
本
国
内
と
国
外
に
４
０
０

以
上
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
も
日
本
は
軍
の
主
導
を
認

め
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
韓
関
係
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る
つ
も
り
で
参
加
し

ま
し
た
が
、
私
は
日
本
人
と

し
て
の
一
方
的
な
感
覚
し
か

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

集
団
の
一
人
と
し
て
で
は
な

く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
生

身
の
相
手
に
向
き
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
ど
う

感
じ
る
か
を
言
葉
に
し
て
伝

え
合
う
こ
と
が
、
連
帯
と
共

生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
感

じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
温
か

く
迎
え
て
く
れ
た
ド
ュ
レ
生

協
の
方
々
は
、
明
る
く
優
し

い
母
親
で
し
た
。
ず
っ
と
同

行
し
て
く
れ
た
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
共
同
体
顧
問
の
金
起
燮

さ
ん
は
、
愛
情
深
く
聡
明
で

素
敵
な
方
で
し
た
。
ナ
ヌ
ム

の
家
の
ハ
ル
モ
ニ
は
、李
玉
善

さ
ん
と
い
う
名
前
の
、
芯
が

強
く
穏
や
か
な
女
性
で
し
た
。

今
回
の
旅
で
出
会
っ
た
韓
国

の
方
々
の
笑
顔
は
優
し
く
、

握
手
し
た
そ
の
手
は
強
く
温

か
で
し
た
。
お
互
い
に
顔
の

見
え
る
関
係
を
作
り
、
連
帯

し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
不
戦

に
つ
な
が
る
近
道
だ
と
思
い

ま
し
た
。

「
ピ
ョ
ン
フ
ァ
・
エ
・
ダ
リ

(

平
和
の
橋
）韓
国
へ
の
旅
」に

参
加
し
て

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か

北
分
身
福
祉
委
員
長

中
本 

瑞
樹

　今年も「みんななかよしの日」に、子どもたちと戦争の話をしました。子どもたち
はみんな、戦争は嫌だ、人殺しはしたくない、殺されたくないと言いました。私も嫌
です。誰もが戦争は嫌だと思っています。じゃ、なぜ戦争をするのだろうと尋ねまし
た。「お金もうけがしたいから」と一人の子が答えました。そうですね、人の命より
お金もうけの方が大事だと考える人たちがいるからなんですね。その人たちが政府を
動かして、戦争を始め、若い男の人は皆兵隊にされて、よその国へ行ってたくさんの
人を殺してこい、物を奪ってこい、家を焼いてこい、そして、お国のために死んでこ
いと命令する。残った女の人や子ども、お年寄りも普通の生活ができなくなります。
お金は全部戦争のために使われるので、食べるものも着るものも買えなくなり、学校
で勉強することも、友だちと遊ぶことも美しいものを見たり音楽を聴いたり旅行をす
ることもできなくなります。毎日、飛行機が雨のように爆弾を落とし家は焼かれ、人
が次々と殺されます。
　今から74年前、８月６日に広島、９日に長崎で原子爆弾が投下され、たった一発
で何十万人という人が一瞬のうちに焼き殺されました。その時の様子を、丸木位里さ
ん、俊さんという画家が「ひろしまのピカ」という絵本にされました。その絵本を私
たちは大きな紙芝居にして子どもたちが集まる所で見てもらいました。終わって感想
を聞いた時、４才の男の子が「知らないうちに放射能が体に入って、死んだ」と言い
ました。
　原子爆弾は、投下された時に一遍に沢山の命を奪うだけでなく、飛び散った放射性
物質が人間や犬や猫、すべての生き物の細胞を壊し続け死に至らしめる。目に見えな
い、臭いもしない放射能の恐ろしさをその子は感じ取ったのだと思います。
　「ひろしまのピカ」を書かれる前に、丸木さんたちが「原爆の図」と言う大きな絵
を描かれました。広島にも、長崎の原爆資料館にも一部ありますので、明日見てくだ
さい。その絵をもとに、アーサー・ビナードさんという詩人が、原子爆弾は細胞を壊
していくことで「ちっちゃい こえ」という紙芝居を作られました。その一片をご紹
介します。

原子爆弾は　あたらしいころしかた　
じりじり　じりじり　あとから　あとから　ころされる
サイボウを　こわすものが　そらからふって
つちにもぐって　からだの　なかまで　もぐりこむ
たすかっても　つぎの日　つぎの日　じりじり　じりじり　じりじり・・・

　戦争が終わって平和になった時、原子爆弾は原子力発電所に化けました。クリーン
で安全なエネルギーだと言って、この狭い地震の多い日本に54基も作ってしまいま
した。そしてとうとう８年前に大変な事故を起こしてしまいました。原発の事故で放
出された放射能は、長崎、広島の原爆の１００倍だとも言われます。今でも汚染水は
海に流れ続け、汚染された土は日本全土にばら蒔かれようとしています。私たちは、
これから何十年も放射能が入り込んだ空気を吸って生きることになるかもしれませ
ん。とんでもないことだと思います。原爆は嫌だ、戦争は嫌だ、原発は嫌だという声
を、もっともっと大きく、広げていきましょう。それが原爆の火に焼かれて亡くなっ
た人たちへのささやかな償いになるだろうと思います。今日から２日間、暑くてきつ
いと思いますが、力を合わせて長崎まで一緒に頑張りましょう。

無名舎－こどもの家　加藤裕子

※2 グリーンコープ連合初代会長 武田桂二郎さんが福岡県柳川市に創設

※1 長崎に原爆が投下された日に合わせ、毎年８月
８～９日、福岡の柳川から長崎の爆心地である
爆心地公園までの125㎞を、自転車隊は約50
㎞、銀輪隊は全行程を、「不戦」のゼッケンを
背に、自転車で走行します。爆心地公園では
「平和のつどい」を開催し、参加者全員で原爆
犠牲者に黙とうを捧げます。

銀輪隊が日見峠手前の長崎蒲鉾
㈲の駐車場に到着。４㎞ののぼ
り坂が続く最大の難所、日見峠
に向けて隊列を整える。ここか
ら小学２年生以上の自転車隊も
日見峠越えに挑戦する。
※3 グリーンコープの水産練り製品

を取り扱っているメーカー

▲長崎蒲鉾㈲のみなさんが
送り出してくれた

８月９日に爆心地公園に到着した参加者全員で「平和のつどい」
を行いました。走行した子どもたちから平和のアピールがありま
した。

●自転車隊　１～15班 95人（組合員およびそ
の家族。小学生から大人まで)

●銀輪隊　　１～６班 46人（組合員の子ども
で中学生の男女）

●応援隊　　走る子どもたちの家族や、応援のた
めに各生協から集まった参加者など

●スタッフ　ワーカーズ、職員など

みんなで力を合わせ、
「平和」と「生命」の大切さを体感した２日間

いのち

グリーンコープ共生・平和長崎自転車隊
第27回共生・平和銀輪隊　第32回共生・平和自転車隊

※

１
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１
日
目
ス
タ
ー
ト

6：00

２
日
目
ス
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ト

6：35

大
川
橋

6：30

自
転
車
隊
は
こ
こ
か

ら
応
援
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
銀
輪
隊
を
応

援
す
る

森
林
公
園　

（
佐
賀
市
）

7：30

肥
前
鹿
島
駅

9：50

鹿
島
市
立
七
浦
小
学

校
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校
庭
で
昼
食

七
浦
小
学
校
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初
日
の
難
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太
良
町
）

12：40

長
崎
蒲
鉾

最
大
の
難
所

　
　

日
見
峠

伊
良
林
小
学
校

8：10

爆
心
地
公
園

到
着

10：10

こ
こ
か
ら
初
日
ゴ
ー

ル
の
諫
早
第
一
ホ
テ

ル
ま
で
、
最
後
の
9.6

㎞
を
走
行
す
る

諫
早
湾
干
潟
跡

諫
早
第
一
ホ
テ
ル

14：4016：35 自
転
車
隊
は
こ
こ
で
応
援

バ
ス
を
降
り
て
再
び
自
転

車
で
走
行
す
る
。
暑
さ
の

た
め
今
回
は
、
低
学
年
の

自
転
車
隊
班
は
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
を

避
け
る
こ
と
に
な
っ
た

小
長
井
支
所　

（
諫
早
市
） 8.2km12.3km55km10.2km9.6km6.5km5.1km

グリーンコープの原点「平和」「生命」をアピールしながら市内
を走行する。各生協の応援隊からの大きな拍手と歓声の中、爆
心地公園に到着

いのち

いのち

銀輪隊走行区間
自転車隊走行区間
自転車隊(小学校低学年)走行区間

キ
ム　

キ
ソ
ブ

イ　

オ
ク
ソ
ン

今年も長崎市立伊良林小学校の校庭をお借りして隊列を整えた。児童と
先生方の歓迎を受けエール交換を行う。長崎の子どもたちと平和を願う
気持ちを確かめ合う貴重な時間となった。最後の班が校庭を出発するま
で、児童のみなさんの声援は続いた

※4 旧「伊良林国民学校」。原爆投下後は負傷者の救護所となった

※4

※3

※2

2019年度

参加者ミーティング

伊良林
小学校で
隊列を
整える

参加者たち

 （2019 年 9月 1日）  第 412 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 412 号  （2019 年 9 月 1 日） 共 生 の 時 代


